
黒又は青のボールペンで記入してください。※欄については、記入する必要はありません。

赤のボールペンで記入してください。※欄については、記入する必要はありません。

【種類別明細書（増加資産・全資産用）の記入例（資産の増加がある場合）】

令和３年度

121234
東 西 株 式 会 社

1

1

1

4

 1 

27

31

31

5

3

300 000

4 000 000

200 000

7

17

○

1 新 品 取 得
2 中 古 品 取 得

3 移動による受入れ

4 そ の 他

「増加事由」の欄は、

次の番号の該当するも

のを○で囲んでくださ

い。
事

由

コ

ー

ド

・資産の取得価額を記入してください。なお、「取得価

額」は、資産を取得するために通常支出すべき金額（そ

の償却資産の引取運賃、荷役費、運送保険料、購入手数

料、関税、据付費、その他その償却資産をその用途に供

するために直接要した費用の額）をいいます。

また、法人税法及び取得税法の規定による、いわゆ

る圧縮記帳については、償却資産の評価上認められて

いませんので、実際の取得価額を記入してください。

・「減価償却資産の耐用年数等に関する省令」別

表第 1から別表第 6まで（別表第 3及び別表第

4 を除く）に掲げる耐用年数を記入してくださ

い。なお、中古資産について見積耐用年数を適用

している場合はその耐用年数を、国税局長の承

認を得て短縮耐用年数を適用している場合は、

その耐用年数を記入してください。（短縮承認通

知書の写しを添付）

・当該資産について、次のような

事項を記入してください。

① 資産の申告漏れがあった場

合は、その旨の表示

② 課税標準の特例の適用があ

る資産については、その適用

条項（例：特 349 の 3①）

③ 短縮耐用年数を適用してい

る資産は、その旨の表示

④ 増加償却を行っている資産

は、その旨の表示

⑤ その他、当該資産の価格決定

にあたっての必要事項

2

2

6

6

手押式草刈機

太陽光発電設備

応接セット

パソコン 1

4

4

5

【種類別明細書（一覧表）の記入例（資産の減少・異動がある場合）】

202193 東御市

３

東西株式会社 代表取締役 東西太郎

東御市田中 1番 1号

121234

所 有 者 コ － ド

２

2

3

11

8

500 000 4

申告漏れ

・記入する必要はありません。

ただし、電算処理により全資産

申告を行う場合は記入してくだ

さい。詳しくは、申告の手引の

「6 評価計算等」を参考にして

ください。

・平成20年以前に取得された資産

で、本年新たに申告される場合、耐

用年数欄には新耐用年数を、摘要

欄には旧耐用年数を記入してくだ

さい。

1 0001 看板 1 3 58 09

１ 0002 コンクリート塀 1 3 48 10

6 0003 パソコン 1 4 18 04

6 0004 エアコン 1 4 31 03

電光看板
200 000 4 0.562 10 000 ★ 10 000

310 000 15 0.858 15 500 ★ 15 500

380 000 4 0.562 19 000 ★ 19 000

820 000 6 0.681 469 072 469 072

・記入の必要はありません。ただ

し、電算処理により全資産申告を

行う場合は、次の例のように記入

してください。

（例）

１／１２の特例→１１２

２／３の特例→２０３

160 000

３

２

・この「種類別明細書」（増加資産・

全資産用）について、3 枚のうち 2

枚目というようにページ数をつけ

てください。

・資産の名称を分かりやすく記入してください。・申告書の右上の所有者コードを

記入してください。

・異動事由について、減少・修正のそれぞれに

対応する番号に○をつけてください。

・該当する項目欄に二重線を引き、訂正してください。また、資産の

一部が減少した場合は、当該資産の減少した部分の価額を取得価額か

ら引いた額を記入してください。

令和３年度

〇資産を実際に取得した年月

を記入し、年号はコード番号

で記入してください。

年

号

コ
ー
ド

１ 明 治

２ 大 正

３ 昭 和

４ 平 成

５ 令 和


